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収容施設等

主要ターミナル駅

帰宅困難者等に関するシナリオ（たたき台） 資料４

路上等

会社・学校

帰
宅
困
難
者

発災直後の混乱期 混乱がほぼ落ち着いた時期
発災

家族の安否確認ができず不安

学校では、保護者と連絡とれず生徒保護が長期化

水、食料等備蓄の消耗、トイレの使用不可により待機を継続できない

学校では、避難所開設とのバッティング

延焼等に巻き込まれて負傷

多数の滞留者による混乱

必要な情報の不足

屋外に滞在することによる過度の疲労

必要な情報の不足

収容できる人数の不足による混乱

建物の安全性低下、オフィス家具等の転倒や散乱

路上の自動車により混雑（パンク、事故、積み荷散乱等）、信号停電、迷走車両等による渋滞

延焼火災、道路損傷、落下物による通行止め

交通規制 緊急車両の増加

水や食料の入手、トイレの使用の困難

停電、断水等による収容施設等の機能低下

一部道路啓開開始

路上等

徒歩帰宅
支援場所等

帰
宅
者

多数の徒歩帰宅者による混乱

必要な情報の不足

支援場所等の不足、利用者の集中による混乱

水や食料の入手、トイレの使用の困難

長時間歩くことによる過度の疲労

落下物等による被災

延焼等に巻き込まれて負傷

季節、天候や時間帯により状況は変化する
凡
例

帰宅困難者及び帰宅者の行動

課題

関連する被災状況等

支援物資や、トイレ等の不足

落下物等による被災

鉄道の運行停止

会社・学校で待機

路上等で滞留

駅周辺で滞留

収容施設等で待機

水、食料等の備蓄、トイレの準備がなく、待機できない

滞留者による車道の占有・緊急車両の通行支障

交通機関等の情報を求めて人が集中

他の交通機関等の情報が入手できず、利用者に情報提供できない

駅舎の安全確認ができないため、構内が立ち入り禁止になる

駅及び周辺が非常に混雑し、混乱

屋外に滞在することによる過度の疲労

水や食料の入手、トイレの使用の困難

水、食料等備蓄の消耗、トイレの使用不可により待機を継続できない

徒歩帰宅

停電、断水等による支援場所等の機能低下

徒歩帰宅支援場所等で休息

必要な情報の不足

徒歩帰宅者による車道の占有・緊急車両の通行支障


